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2 既存研究と本研究の特徴

2 1 国際競争力に関する既存研究

「国際競争力Jに 関する研究として、マイケ

ル ・ポーターいは 「国の競争力」を 「産業の生

産性Jに 着日して説明している。ここでは、自

国の産業が世界にある競争産業と比べて高い

生産性を持っていれば、「国の競争力」を高め

ることに繋がると述べている。また、「国の競

争力」の決定要因として要素条件、需要条件、

関連及び支援産業、企業戦略構造及び競争の4

つを挙げている。この 「国の競争力Jは 、他国

にある産業との競争の結果であるため、「国の

国際競争力」ともいえる。

一方、原陽一郎
2)は 「国際競争力」が 「産業

の国際競争力」と「国の能力(国の競争優位性)」

の 2つ の意味で使われていると述べている。こ

のうち、「国の能力 (国の競争優位性)」を 「産

業の国際競争力を支えるために国が持つてい

る能力」と定義 している。

韓国経済研究院
3)は 「国際競争力」を 「国の

国際競争力」、「産業の国際競争力」、「企業の国

際競争力」と区分 している。このうち、「国の

国際競争力」は 「高い生産性を求めて高い所得

水準を維持する国の能力」と定義 している。

2 2 国際物流効率性に関する既存研究

「国際物流効率性」に関する研究では、指標

を求めて分析 した研究例は少ない。しかし 「国

際物流」に関する研究では、「国際物流」がよ

りうまくいくためには交通インフラ整備や物

流専門業者などが重要であると述べた研究が

ある。

内田允
4)は

、各国は経済発展に欠かせない

要素である企業の国際競争力を維持するため

に、道路 。鉄道 。港湾などの交通インフラの充

実を必要とすると述べている。

Kim HOngSeok5)は、荷主企業の海外進出に

よリフォワーダーと3 PL業者などの物流専門

家と港湾インフラ整備が重要になると述べて

いる。

2.3 本研究の特徴

既存研究では、「国際競争力」と 「国際物流

効率性」の関係を明らかにした研究が少ないた

め、2つ の間に因果関係があると断定できない。

そこで本研究では、既存指標を用いて 「国際

競争力Jと 「国際物流効率性」の相互関係を分

析する。

3 本研究の考え方

3.1 本研究での仮説

「国際競争力」は、物流の効率性だけではな

く、国の法制度 。政策 。産業技術などにより影

響を受け、しかも法制度 ・政策 ・産業技術など

は国によって異なると考えられる。これらが物

流の効率性に影響を与え、ひいては 「国際競争

力」にも影響を与える。

そこで本研究では、国際貿易において港湾が

使いやすかったり通関手続きが簡素であれば、

国際物流効率性が向上し、国際競争力も向上す

ると考えて、「国際物流効率性が高ければ国際

競争力も高い」と仮定する。

3.2 国際競争力の考え方

国際化が進むなか、各国は軍事力 。政治外交

力 ・経済力を高めることに努力を続けている。

このうち、経済力は 「国の生産性」を表すも

ので、GNP・ GDPで 示される。そして 「生産

性」とは、「一定の資源 。資本 。労働を投入 し

て、他国に比べてより高い質の商品やサービス

を多く作り出すこと」である。すなわち、「生

産性」により 「国際競争力」が決められる。

なお 「生産性」は、国の法制度 。政策 ・産業

技術などに影響を受けるため、各国は「生産性」

が異なっている。これにより、国家間の貿易が

発生する。

例えば、ある国が他国より高い生産性を持っ

ている商品があれば、これらを多く生産 し、同

じ商品に対 して低い生産性を持っている国ヘ

輸出することになる。逆に、自国が低い生産性

を持っている商品は輸入することになる。
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4.指 標の集計方法と内容

4.1 国際競争力指標の集計方法と内容

WEFの 「国際競争力指標」は、世界 139ヶ

国の順位 とスコアを公表 している。この順位 と

スコアは、アンケー トと国際通貨基金や世界銀

行などの資料により定めている。

このうちアンケー トは、「経営者や政策立案

者が競争力を高めるために障害要因を確認 し、

競争相手と比較する」ことを目的としている。

対象者は、141ヶ国の会社の重役の13,607人で

あり、回答率は 30%で ある。

こ の 指 標 で は 「基 本 条 件 (Bast

Requirements)」、 「効 率性 向上 (Emciency

Enhancers)」、 「革 新 お よ び 成 熟 度 要 因

(InnovttiOn and Sophisticttion Factors)」の 3つ

のサブインデックス(subindexes)がある。WEF

では、国の発展段階を 「Factor driven stage(1

段階)」、「Emciency dHven stage(2段階)」、
「Innovation dHven stage(3段階)」に分けてお

り、3つ のサブインデックスに対してそれぞれ

異なるウェイ トをかけている (表1)。

表 1 国の発展段階別のウェイ ト

サブインデックス
国の発展段階

1段 階 2段 階 3段 階

基本条件 600/0 400/0 20°/0

効率性向上 350/O 500/0 500/0

び
因

よ
要

お
度

新
熟

革
成 5% 10°/。 300/0

3つのサブインデックスのうち、「基本条件」

は①制度、②インフラ市)、③マクロ経済環境、

④健康及び初等教育に分けている。「効率性向

上」は①高等教育および訓練、②商品市場効率

性、③労働市場効率性、④金融市場発展、⑤技

術的準備、⑥市場規模に分けている。「革新お

よび熟成度」では①企業熟成度、②革新に分け

ている。これらには、各国の順位とスコアがと

もに記されている (図2)。

調査項目は、7点満点(例えば、l ithe wOr嗅、

7:the best)としてスコアが算出されている。

またスコアに基づいて各国の順位 を決 めてい

る。 これ は、WEFの 報告 書 (The Gbb」

Competitiveness Report 2010‐20H)の 「Table、

6‐8」に記載 されている。

常1度121,

インフラ(9)

1摯彎麟| マクロ経済環11161

撻晟および初等機l101

高等載宵および]1練(sI

畷 国
商品市場効率11は51

労働市場効率性靭

壼1,市場発展191

技術的準備(1)

市場規模(5)

け 調鷲項目敵 霊il鑑 鶴

企護威熟度19)

革新1,|

図2 「国際競争力指標」の構成

4.2 国際物流効率性指標の集計方法と内容

WBの 「国際物流効率性指標」は、世界 155

ヶ国の順位 とスコアを公表 している。この順位

とスコアは、アンケー トによって定めている。

アンケー トは、「ロジスティクス環境、主な

ロジスティクス手続きと制度などを調べる」こ

とを目的としている。対象者は、130ヶ国のフ

レイ トフォヮーダーとェクスプレスキャリア

の 1,000人であり、回答率は25%で ある。

この指標では 「通関 (Customs)」、「インフラ

(Iniastructure)」市)、 「貨 物 発 送 手 配

(IntematiOnal Shipments)」、「ロジスティクス

品質 (Logistics QuJity and COmpetence)」、「貨

物追跡 (Tracking and Tracing)」、 「適時性

(Timeliness)」の 6つ のイ ンデ ィケー タ
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表 2「 国際競争力指標の順位 (A)」と 「国際物流効率性指標の順位 (B)」の差 (C=A―B)

酪 B C 国名 B C 国名 B C

Switzerland 1 6 △ 5 Portugal + 9 Gambia △20

Sweden 2 3 △ 1 Lithuania △ 1 Honduras + 17

Singapore 3 +  1 Italy +22 Lebanon + 54

Linited States 4 15 △11 Montonogro ∠ゝ63 Ceorgia △ 2

Gerlnany 5 l + 4 Malta △17 Moldova △ 8

」apan 6 7 △ l India +  1 」amalCa △10

Finland 7 △ 5 Hungary △ 3 Serbia + 10

Netherlands 8 + 4 Panama △ 1 Syria + 14

Dennark 9 △ 7 South Africa +23 Armenla △ 10

Canada 14 △ 4 Mauritius △28 Mongolia ∠ゝ26

HOng Kong 11 △ 2 COsta Rica △ 3 Libya △ 18

United Kingdom + 4 Azerbaijan ∠ゝ32 Dominican Rep +3 1

Talwan △ 7 Brazil + 14 Bosnla and +13

Norway + 4 Vietnam + 3 Benin + 30

France 17 △ 2 Slovak Rep. + 19 Senegal +41

Australia △ 2 Turkey + 19 Ecuador + 30

Qatar 17 ∠ゝ38 Sri Lanka ∠ゝ57 Kenya + 8

Austria △ 1 Russla △31 Bangladesh

Belgiuln + 10 Uruguay △15 Bolivia △ 1

Luxembourg + 15 Jordan ∠ゝ17 Guyana △ 15

Saudi Arabia △ 19 Mexlco + 13 Cameroon +  7

Korea △ 1 Romanla + 5 Nicaragua +  7

New Zealand + 2 Colombia △ 6 Tanzanla + 15

Israel △ 7 Iran ∠ゝ30 Ghana + 1

じ嘘 + 1 Latvla + 30 Zambia △ 8

Malaysia △ 3 Bulgaria +  5 Tajikistan △ 2

China 0 Kazakhstan +  7 Uganda +45

Ireland +17 Peru + 3 Ethiopia + 2

Chile △20 Namibia ∠ゝ54 Paraguay + 38

Iceland △ 12 Botswana ∠ゝ42 Kyrgyz Rep. +26

Tunisia ∠ゝ30 Croatia Venezuela +33

Estonia △11 Guatemala △ 13 Pakistan + 14

Olmn ∠ゝ27 Macedonia + 3 Madagascar + 32

Ku■7ait △ 2 Rwanda ∠ゝ48 Ni geria +24

Czech Rep. + 9 Egypt ∠ゝ 12 COte d'Ivoire + 18

3ahrain + 4 El Salvador △ 5 Nepa] △ 3

Thailand +  2 Greece + 25 Mozambique + 6

Poland + 8 Philippines + 36 Mali 122 +  4

Cyprus △ 7 Algeria 111 ∠ゝ30 Burkina Faso 122 +  1

Spain + 15 Argentina + 34 Angola + 3

Indonesia △33 Albania △25 Chad + 19

Slovenia △ 15 Likra ine △11 (終わ り)
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相関係数 0.7台には、適時性 (0.762)、貨物

追跡 (0,746)力`ある。そして、貨物発送手配

は 0.682である。これ らと 「国際競争力指標の

順位」は 「やや弱い相関がある」といえる。

このことから、①6つ のインディケータすべ

てが、「国際競争力指標」と相関関係にあるこ

と、②このうちインフラが最も相関関係が高く、

次に通関が高く、貨物発送手配が最も小さいこ

とが明らかになった。

このことから、インフラの整備、と通関の改善

が、国際競争力の強化に有効と考えられる。

表3 「国際競争力指標の順位」と

6つ のインディケータの順位の相関係数

インディケータ 相関係数

通関 0.807

インフラ 0.847

貨物発送手配 0.682

ロジスティクス品質 0.808

貨物追跡 0.746

適時性 0.762

6.お わりに

本研究では、「国際競争力」と 「国際物流効

率性」の相関関係を分析するため、WEFの 「国

際競争力指標」とWBの 「国際物流効率性指

標」を用いた。そして、両指標で示されている

「順位」をもとに、両者の順位の比較分析と相

関分析、インディケータを用いた相関分析をお

こなった。

この結果、WEFの 「国際競争力指標の順位」

とWBの 「国際物流効率性指標の順位」の間

には相関関係があることが認められた。よつて、

「国際競争力」と 「国際物流効率性」の間にも

相関関係があると考えられる。ここでの相関関

係は、原因と結果を表す因果関係を意味するこ

とではないため、解釈上注意が必要である。今

後は、各指標の調査項 目をより詳細に比較する

研究を進めたい。

日本の第 3次 の総合物流施策大綱(p.5)

第 2の 2.基 本的方向性
「国際物流ニーズの高度化 ・多様化 し、我が

国の国際競争力の強化を図るためには、国際

拠点港湾 ・空港の機能向上、国際 。国内の輸

送モー ドの有機的連結による円滑な物流ネ

ットワークの構築、物流拠点施設におけるロ

ジスティクス機能の高度化、(中略)ハー ド・

ソフ トにわたる諸制度を総合的。一体に推進

していく必要がある」

韓国の 2006年の国家物流基本計画(p.55)

第 3編 の第 1章 のビジョンと目標
「低コス ト・高効率の国際物流体系を構築し、

国家重要産業の国際競争力の強化」

韓国の 2011年の国家物流基本計画(p.36)

第 3編 の第 2章 の4.グ ローバルバル物流市

場への進出のため物流産業の競争力強化
「輸出入拠点 (空港および港湾)の 高付加価

値の創出する基盤を強化するグローバル輸

送ネットワーク確保を推進」

WEFの 「国際競争力指標」とWBの 「国際

物流効率性指標」では、ともに 「インフラ」

と表記されてところがある。各指標での調査

項目では類似なものがある。
WEFの 「インフラ」の調査項目は、「①全部
のインフラの質、②道路の質、③鉄道の質、

④港湾インフラの質、⑤空港インフラの質、

⑥乗客輸送能力、⑦電気供給の質、③有線電

話普及、⑨携帯電話の普及」の9つである。
またWBの 「インフラ」の調査項目は、「貿

易と輸送に関連したインフラの質」の1つで

ある。しかし、同じ 「インフラ」と表記 して

も調査項 目は違つている。また、各指標の調

査項目数、調査対象者も異なつている。
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